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ありえコレジヨホール

深江公民館

原城オアシスセンター

口之津公民館

12月15日㈫　午後２時～

12月18日㈮　午後７時～

12月22日㈫　午後２時～

12月24日㈭　午後２時～

日　　　時 会　　　場

　MINAコイン（通称：ミナコ）とは、スマートフォン
やタブレット端末を使った電子地域通貨で、市内の
加盟店で利用が可能な市内限定の電子マネーです。
　市内の加盟店舗での買い物を促進することで、市
外へのお金の流出を抑制し、地域経済の活性化を目
的としています。
　また、利用者にはポイントの付与など多くの特典
があり、これから国が進めるキャッシュレスやデジ
タル化へ向けた取り組みのひとつです。
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　令和３年２月から運用を開始するMINAコイン
事業はスマートフォン（スマホ）やタブレット端末
を利用したサービスです。その運用開始を前に、
スマホの操作が不慣れな人やこれから始めたい人
を対象にスマートフォン教室を開催します。

ミナコのシンボルマークとなるエンブレムや
キャラクターが決定しました。市内のあらゆ
る所で目にすることが多くなると思いますの
で、ぜひ覚えてください！

市の花「ひまわり」をもとに
作成したデザインで、アプリ
のアイコンとして使用します。

ミナコのキャラクターで、
名前は「ミナコちゃん」です。

　10月19～22日に市内各所で開催した事業説明会には、
200を超える事業所が参加されました。
　現在は市内の事業所を個別に訪問し、事業概要などの説明
を行っています。興味をお持ちの人や詳しく話をお聞きにな
りたい事業所は、商工振興課へお問い合わせください。

MINAコインとは…

【開催日時および会場】

ミナコのエンブレムなどが決定 !!

●エンブレム ●キャラクター

ス マ ー ト フ ォ ン 教 室 開 催 の お 知ら せ

ミナコの加盟店舗を募集しています

な携帯電話会社のスタッフがスマホの基本的
な使い方や安全な利用方法、メールなどの
操作方法について学びます。
り無料　定各会場　先着20人　対市民
※スマホをお持ちでない人も参加できます（体
験用スマホを準備しています）。
も各会場の開催日の 3日前までに、㈱ミナサポ
に電話またはメールで申し込んでください。
※メールの場合は参加会場と出席者氏名、電話
番号をお知らせください。
問㈱ミナサポ　☎０９５７‒６１‒１２１２
　Eメール： furusato@minasapo.jp
●協力：ドコモショップ有家店

電子地域通貨「MINAコイン」
2021年2月スタート（予定）

電子地域通貨「MINAコイン」
2021年2月スタート（予定）

ミミ ナナ

問商工振興課　☎７３－６６３３

事業説明会の様子

2車えびを全国へお届け
　11月２日、深江町漁協の吉田幸一郎組合長と関係者が、今月からの車え
び出荷開始を市長に報告するため、市役所を訪れました。
　キュッとしまった身と甘さが特徴の車えびは、１年かけて稚えびから育
てられており、プリプリとした弾力や歯ごたえが自慢で、本市おすすめの
逸品です。毎年、お歳暮や年始の贈答品として喜ばれており、全国へ活き
たままお届けしています。
　吉田組合長は「丹精込めて育てた車えびは今年も色・つや・味が非常に
良い仕上がりになった。刺身はもちろん、殻ごと食べられる素揚げもおす
すめ。鮮度抜群の車えびをぜひ、たくさんの人に食べていただきたい」と
話しました。

3小学校に電波時計を
　10月16日、島原更生保護女性会の皆さんが
西有家小学校に、屋外用の電波時計２個を寄
贈されました。
　島原更生保護女性会は物品の頒布活動で得
た収益金の中から15万円を「愛の基金」とし
て積み立て、平成16年から毎年、島原半島内
３市の小中学校や公共施設などに物品を寄贈
しています。　

1復興進む南三陸町から本市に感謝状
　平成23年３月11日に発生した東日本大震災からまもな
く10年を迎えようとしています。
　10月28日、宮城県南三陸町から佐藤仁町長が市役所を
訪れ、本市の災害復興支援に対して感謝状と同町のヒノキ
で作った記念の盾を贈られました。
　本市では、平成23年６月から約７年10カ月の間、計４
人の職員派遣を行いました。また、義援金や物資の提供、
炊き出し支援のほか、小中学生を対象とした心のふるさと
交流事業による人的交流なども行ってきました。
　佐藤町長は、復興計画に基づく事業が順調に進み、完遂
の目途がたった現状を説明し、「長い期間、職員を派遣して
いただいた。これらのマンパワーがなければ、復興は難しか
っただろう。人的交流なども含めて心温まる支援をいただ
き、町民すべてが感謝の思いを持っている」と伝えました。
　松本市長は「今日まで本当に大変だったと思う。皆さん
の努力でここまで復興されたことを大変喜んでいる。南三
陸町と本市は、災害時における相互応援協定を締結してい
る。今後も交流をしながら、良い関係を築いていきたい」
と話しました。
　贈呈式の最後に、佐藤町長は「災害はあってはいけないが、
万が一、発生した場合は遠慮なく応援要請をしてください」
と話しました。
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Focus in 南島原
市内各地で行われたイベントやまちの話題をお届けします。

↑南三陸町の佐藤町長（写真：左）が写真を使って現在の復興状況を説明
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